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本研究は、泥炭の好気性分解が進む熱帯泥炭林のオイルパ
ーム農園などに設立されたタワー観察サイトをネットワーク
化し、そこで確立されたデータベースの総合解析などからオ
イルパーム農園の拡大が温室効果気体（GHG）収支および地
域規模の気候システムに与える影響を定量化・モデル化する
ものである。 
熱帯泥炭林の土地利用変化が、その生態系と環境に及ぼす

影響評価は学術的に見て推進すべき重要な課題である。本研
究の学術的問いは明確で、４つのサブテーマに分かれた研究
手法は実現性が高い。さらに社会的意義として温暖化防止へ
の貢献も期待される。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


